
第 0 章　設計理念

第一章　序論

第二章　建設過程における「祝祭性」

第三章　解体過程における「祝祭性」

「スクラップ・アンド」ビルド」から「スクラップ・フォー・ビルド」へ
～建設過程と解体過程における「祝祭性」に着目した資材循環プロセスの提案～

From "Scrap and Build" to "Scrap for Build"
- Through consideration of"festiveness" and the circulation of building materials in the construction and demolition processes of buildings -
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ジョヴァンニ・バッティスタ・ピラネージは廃墟を建設過程に見立て、想像力を駆使することによって建築の未来の姿を創造した。
宮本隆司は解体過程をつかの間の廃墟と見立て、変容する都市や建築を写し出した。

建設と解体は等価であり、同時に廃墟でもある。
目指すべき未来都市は、建設と解体が混在し、常に変容し続ける動的な廃墟である。

https://twitter.com/archisound/status/1418880192769142788?lang=ar

宮本隆司『新・建築の黙示禄』平凡社

 研究の背景
　我が国における、経済的合理性に基づくスク
ラップ・アンド・ビルドによる一斉開発や大量
破壊は、都市の歴史の断絶といった歴史的観点
や、建築資材の大量廃棄といった環境的観点に
おいて問題を抱えており、解体という行為をネ
ガティブなものとしている。
　持続可能社会の形成が叫ばれるこれからの都
市開発においては、ネガティブな行為として扱
われる建築の解体の価値向上を図るとともに、
建築資材の再利用を行う循環型の開発方法が求
められるだろう。

研究の目的
　解体行為がネガティブなものとして扱われる
理由として、解体時には建設時のような祭事が
行われない、すなわち「祝祭性」の欠如が挙げ
られる。建設と解体を等価に扱うことが資材の
循環に繋がると考えれば、「祝祭性」による解
体の価値向上が求められるだろう。
　本研究では、解体行為をネガティブな物とし
ている直線的・遠近法的な スクラップ・アンド・
ビルドの更新を図り、持続可能社会の形成に向
けた循環型の開発方法の一つの指針を示すこと
を目的とする。

研究の方法
本研究での開発方法を「スクラップ・フォー・
ビルド」として位置づけ、「解体行為の価値向上
を図り、建設と解体を等価に扱うことで建築資
材を循環させる開発方法」と定義する (fig.01)。
　研究の方針として、第二章と第三章では建設
過程と解体過程における「祝祭性」についての
考察を行う。さらに第四章と第五章では建築資
材の循環についての考察を行う。以上の考察を
もとに、第六章における設計提案を通じて仮説
の検証を行う。 fig.01 スクラップ・フォー・ビルド　概念図

SCRAP

BUILD

解体 解体 建設

資材の循環

建設 解体
建設

解体

SCRAP

SCRAP

BUILD BUILD

BUILD

スクラップ・フォー・ビルドスクラップ・アンド・ビルド

都市開発

循環型永劫回帰的直線型遠近法的

　本章では、建設時に実際に行われている祭事を、工事の段階ごとに〈建設前 / 建設中 / 建設後〉に分類し、
建設過程における「祝祭性」について考察する。
　「地鎮祭 (fig.02)」「上棟式 (fig.03)」「竣工式 (fig.04)」は建設過程において一般的に行われている祭
事であり、建設行為における「祝祭性」を担保していると言える。これらの祭事の原型は、建設段階から
数多くの祭事を行う式年遷宮であり、簡略化されながら一般にまで浸透したと言われている（fig.05）。

　本章では、建設時に実際に行われている祭事を、工事の段階ごとに〈解体前 / 解体中 
/ 解体後〉に分類し、解体過程における「祝祭性」について考察する。

　解体前における祭事として、日本大学理工学部 5 号館で行われた「建築の葬式（fig.06）」
戸田建設本社ビルで行われた「TOKYO 2021（fig.07）」や、歌舞伎町商店街振興組合
ビルで現代アーティスト集団 "Chim ↑ Pom" が行った「『また明日も観てくれるかな？』
～ So see you again tomorrow, too? ～（fig.08）」、原宿の船場ビルで行われた「『消える
アート』プロジェクト～破壊と創造～（fig.09）」などが挙げられる。
　これらの特徴として、解体が決定した既存建築という自由度の高さを活かしたイベン
トが行われているという点が挙げられる。
　写真家・宮本隆司による『新・建築の黙示禄（fig.10）』では、解体中の建築が見せる
美しい光景が写真に写されている。普段は表層に覆われて見ることのできない骨組みが
露わになり、思いがけない場所から光が差し込むその姿は、建築の解体による「祝祭性」
の発露と言える。また、「リンゴ皮むき工法（fig.11）」と呼ばれるガスタンクの解体工
法では、ドームの頂部から光が差し込むその姿からパンテオンとの形態的類似性を指摘
することができる。解体によって祝祭的な空間を意図的に創作したものとして、ゴードン・
マッタ = クラークによる「Splitting（fig.12）」が挙げられる。また、建築の解体行為そ
のものを祝祭的なイベントにした事例として、建築家ユニットのセカイによる「聖蹟桜ヶ
丘の家（fig.13）」と、同じく建築家ユニットの GROUP による「手入れ /Repair（fig.14）」
を挙げられる。
　これらの特徴として、解体行為そのものや、解体中の空間を祝祭的に扱っている点が
挙げられる。
　解体によって祝祭性を帯びた建築が、モニュメントとして残存することで慰霊の対象
となったり、一部が異なる機能として転用されることで、事後的に祝祭性が付与される
事例を挙げる。広島県の「原爆ドーム（fig.15）」は丹下健三が「広島ピースセンター」
を建設することによって祀られ、現代でも毎年 8 月 15 日に式典が行われることで慰霊
の対象となっている。ドイツ東西分断の象徴「ベルリンの壁（fig.16）」は解体後の壁の
一部がモニュメントとして残されるとともに、壁面を利用したギャラリーとして転用さ
れている。
　これらの特徴として、機能を失った解体後の建築の全体、または一部が残され、
慰霊の対象や別の機能として転用されることで、祝祭的な空間となっているという点が
挙げられる。

　以上の考察をもとに本章では、〈解体前〉に行われる祭事を「展示式」、〈解体中〉に行
われる祭事を「解体式」、〈解体後〉に行われる祭事を「転用式」と定義する（fig.17）。

　一方で、式年遷宮は建設過程以外においても祭事を行うことで、建設と解体の双方が祝祭性を持った
循環型の建築を実現させている。現代において循環型の開発を実現させるためには、解体過程における

「祝祭性」について考察し、解体行為の価値向上を図る必要があると考える。
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https://www.web-housing.jp/guide/column/housing/method-of-ground-breaking-ceremony/

https://sankyo-design.com/jichinsai_-jotoshiki/

ttps://c-atlas.co.jp/page-28/page-565/ https://www.isejingu.or.jp/sengu/

〈建設前〉地鎮祭 〈建設中〉上棟式 〈建設後〉竣工式

〈解体前〉

〈解体中〉

〈解体後〉

fig.17 建設過程および解体過程の祝祭性のまとめ

fig.06 建築の葬式

fig.10 建築の黙示禄 fig.11 リンゴ皮むき工法 fig.12 Splitting

fig.15 原爆ドーム fig.16 ベルリンの壁

fig.13 聖蹟桜ヶ丘の家 fig.14 手入れ /Repair

fig.07 TOKYO 2021 fig.08
また明日も観てくれるかな？

fig.09
消えるアート

建設前

建設中

建設後

地鎮祭

上棟式

竣工式

建設過程

解体前

解体中

解体後

解体過程

スクラップ・フォー・ビルド

展示祭

解体式

転用式

https://www.tokyo2021.jp/

http://chimpom.jp/project/kabukicyo.html

https://gridge.com/features/27

宮本隆司『新・建築の黙示禄』平凡社

https://withnews.jp/article/f0210210003qq000000000000000W0eq10801qq000022522A 

https://www.realtokyo.co.jp/exhibition/gordon-matta-clark/

http://www.sekai-arch.com/

https://architecturephoto.net/131193/https://www.hiroshima-navi.or.jp/post/006276.html 

https://tripeditor.com/377177/



第六章　設計内容

第四章　建築資材の循環に関する考察　 第四章　建築資材の循環に関する考察　

6-1 資材加工工場の創出
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 室内循環  一棟循環

地域内循環 地域外循環
fig.19 渥美の床 fig.20  富士見台トンネル

fig.21 上勝ゼロ・ウェイストセンター fig.22 ふるまいの連鎖：エレメントの軌跡

fig.18 資材循環の範囲の大きさによる分類

fig.27 資材循環の範囲の大きさによる分類 fig.26 資材の流れを示す記号

内容

室内循環

一棟循環

地域内循環

一室の中で資材を循環させる

一棟内で資材を循環させる

地域内で資材を循環させる

地域外循環 地域を跨いで資材を循環させる

範囲

資材循環の範囲

https://www.facebook.com/media/set/?set=a.469946303049784&type=3 
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エリアリノベーション

スクラップ・フォー・ビルド
「解体行為の価値向上を図り、建設と解体を等価に扱うことで建築資材を循環させる開発方法」

資材加工工場の創出 資材循環プロセスの構築１ 2

■設計プロセス
　本研究では、「1：資材加工工場の創出」「2: 資材循環プロセス」の二段階の提案を通じて循環型の開発方法

「スクラップ・フォー・ビルド」によるエリアリノベーションを行う（fig.28）。

　「1: 資材加工工場の創出」では、「スクラップ・フォー・ビルド」の中枢機能を果たす工場を設計する。都

市内で発生した〈木系資材〉〈鉄系資材〉〈コンクリート系資材〉の三種類の資材が集められ、再利用可能な

状態まで加工し、再び都市に供給することで資材の循環サイクルを生み出すための施設である。

　「2: 資材循環プロセスの構築」では、本研究で位置付けた「祝祭的な解体」の在り方について提示する。解

体過程における 3 つの祭事、「展示祭」「解体式」「転用式」が行われることによって、今までネガティブなも

のとして捉えられてた解体過程をポジティブなものとして捉えなおすことが可能となった。これらの「祝祭

的な解体」が行われることによって、都市内では資材を媒介とした新たなコミュニケーションが生まれる。

■平面図・動線計画
動線計画および配置計画を示す。第五章の分析によって獲得した図面記号を表記することで、図面上での資材の流れを把握することが可能となる（fig.15）。また、島全体で建築的な空間体験が生まれるように、幾何

学的な工場を妙見島全体に配置する（fig.16）。

fig.29 資材加工工場建設敷地「妙見島」　周辺状況

fig.30 資材加工工場建設敷地「妙見島」　周辺状況

fig.28 資材加工工場建設敷地「妙見島」　周辺状況

■計画敷地　「妙見島」
　資材加工工場建設敷地は、東京都江戸川区に位置する「妙見島」とする（fig.29）。

　複数の工場が存在する準工業地域である妙見島は、江戸川上に浮かぶ中州状の島でありながら、水辺のコ

ンテクストを活かしきれていないため、労働環境的観点や観光的観点において改善が必要である。

　本提案では、本建設敷地の環境を整えつつ、都市内で発生した資材を加工する資材加工工場を設計する。

資材循環適応範囲

（葛西）

資材加工工場建設敷地

（妙見島）

東京メトロ東西線

葛西駅

浦安駅

江戸川

■空間構成ダイアグラム
江戸川に浮かぶ中州状の島という魅力的なコンテクストを最大限生かすため、島の環境を整えるところか

ら空間を構成していく (fig.30)。水辺を引き込むことで島を分割し、それぞれの島に対して〈木系資材加工

工場〉〈鉄系資材加工工場〉〈コンクリート系資材加工工場〉を配置していく。それらの工場群を、一般来場

者の動線となるブリッジを貫入させることで統合する。最後に外構や島へのアプローチを整備する。

既存の島に水路を引き込むことで

環境を整えつつゾーニングを行う

分割した 3つの島に対してそれぞれ

資材加工工場を配置

3種類の資材加工工場を

ブリッジで統合

外構や島へと上陸する

アプローチを整備

ブリッジ

（歩行者動線）

　本章では、資材の循環を行っている事例について、その範囲の大きさによって〈室内循環〉〈一棟内循環〉〈地

域内循環〉〈地域外循環〉分類し、それぞれの事例における効用について考察を行った。

　資材の循環範囲の大きさごとの効用について把握することで、円滑かつ効果的な資材の循環サイクルを生み

出せると考える（fig.18）。

4-1 室内循環　

　JUNPEI NOUSAKU ARCHITECTS による「神泉のリノベーション」は、既存空間内の解体の際に生じた廃

材 を、同 じ 空 間 内 で 再 利 用 す る こ と で 材 料 代 や 運 搬 費、廃 棄 代 を 押 さ え る 資 材 循 環 を 行 っ て い る。

403architecture[dajiba] による「渥美の床（fig.19）」は、天井を組んでいる下地材を取り外して同じ空間内の

床に敷き詰める資材循環を行っている。

4-2 一棟循環

　JUNPEI NOUSAKU ARCHITECTS による「富士見台トンネル（fig.20）」では、物的資源や人的資源を一

棟の建築内で循環させることで、廃棄資材の軽減とともに一棟内における資材を媒体としたコミュニケーショ

ンを促す循環サイクルを生み出している。

4-3 地域内循環

　Hiroshi Nakamura & NAP による「上勝ゼロ・ウェイストセンター（fig.21）」は、地域資源を活用すること、

そして極力廃材を出さないことを掲げている。東野唯史氏による「ReBuilding Center.Japan」は、地域内で解

体される建物から資材を回収し、資材販売や資材再利用による空間デザインを行っている。

4-4 地域外循環

　門脇耕三がキュレーターを務めた「ヴェネチア・ビエンナーレ日本館（fig.22）」は、日本とイタリアという、

地域の範囲を超えて資材を循環させることで、資材自体に新たな意味を付与させている。

　本章では、建築の主な資材となる〈木系資材（fig.23）〉〈鉄系資材（fig.24）〉〈コンクリート系資材

（fig.25）〉に分類し、それぞれの資材の加工方法について把握する。

　縦軸は資材の形状、横軸は加工の段階を示しており、資材の段階的な再利用の方法を示している。木

材が最も枝分かれを起こしているのは、木材が最も多様な再利用の方法を有することを示している。

　設計の際、以下の図のアルファベットと数字を利用して資材の形状と段階を示す記号を表記する。例

えば、〈鉄系資材〉の型鋼は「S/1a」のように表記される。これにより、図面上で資材の流れという動

的な要素を記すことが可能となる（fig.26）。

　工場ボリュームの配置計画および、車両の動線計画を示す（fig.27）。水路を引き込むことで既存の

島を分割し、それぞれの島に対して〈W 系資材加工工場〉〈S 系資材加工〉〈RC 系資材加工工場〉を配

置しブリッジで統合する。ブリッジの上部は遊歩道、下部は車両動線とすることで、歩者分離を図る。

　また、第五章の分析によって獲得した図面記号を表記することで、図面上での資材の流れを

把握することが可能となる。 fig.23 〈木系資材〉の加工方法 fig.24 〈コンクリート系資材〉の加工方法 fig.25 〈鉄系資材〉の加工方法
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資
材
の
形
状

鉄製品

型鋼

b

cd

d

a

a

a a

c c

棒状 棒状

0 1 2 3 4

ブロック ブロック

板状 板状

チップ チップ

ボード

ボード

ボード
板状 板状

チップ チップ

木系資材（W）
加工の段階

資
材
の
形
状

c c

d c

d

c

d

a a

b

b

a

b

a

c

型鋼

スクラップ スクラップ

鉄製品

単管
パイプ

単管
パイプ

単管（短） 単管（短）

0 1 2 3 4

鉄系資材（S）
加工の段階

資
材
の
形
状

鉄製品

型鋼

b

cd

d

a

a

a a

c c

S
1a

記号の凡例

0a0a

S 系資材工場S 系資材工場S 系資材工場

階段広場



第六章　設計内容

■外観写真（模型）
　異なる形状の工場群をブリッジ（金色部分）が貫入することで全体を統合する。「スクラップ・フォー・ビルド」の象徴的な存在

となるよう、幾何学的な形態で全体を構成した。また、幾何学的な形態の組み合わせによって島全体で建築的な空間体験が生み出さ

れるよう設計を行った。

ブリッジ

（歩行者動線）

ブリッジ下部

（車両動線）

W系資材加工工場 S系資材加工工場 RC 系資材加工工場

■断面図
　工場全体を貫入するブリッジの上下で歩者分離を図る。ブリッジ上部が一般来場者動線で、ブリッジ下部が車両動線となる。

■鉄系資材加工工場（模型）
〈鉄系資材加工工場〉と資材販売所の間の空地では、資材販売所で購入した資材を加工する一

般来場者向けの加工場を設ける。上空に架けられたブリッジによって工場から加工された資材を

販売所へ運ぶ。

SECTION  S=1/2000

■東側外観写真（模型）



第六章　設計内容

第七章　結

NROOF PLAN  S=1/1000

資材循環適応範囲　葛西地域　周辺状況

　本論では建設過程と解体過程の「祝祭性」に着目した考察を行うことで、ネガティ
ブなものとして扱われる解体をポジティブなものに変換し、建設と解体が一体となっ
た開発手法を提示した。また、資材加工工場の創出と資材循環プロセスを構築するこ
とによって、持続可能社会の形成に有効な循環型の開発の在り方が提示できた。

〈解体前〉展示祭 〈解体中〉解体式 〈解体後〉転用式

解体開始前に既存建築を活かしたイベントを行う。
解体前という自由度の高さを活かす。

解体中の建築や解体行為そのものを祝祭的にする。
解体の際生じた資材などは、解体を行いながら配布する。

既存建築の一部を残して解体を完了する。
既存の一部を創作の一部として建設過程につなげる。

■祝祭的な解体のイメージ

　資材循環適応範囲内では、本研究で位置付けた祝祭的な解体が行われる。解体過程における 3 つの祭事「展示祭」「解体式」「転用式」が行われることで、
資材を媒介とした新たなコミュニケーションが生まれる。

6-2 資材循環プロセスの構築

東京都江戸川区葛西地域を資材循環適応範囲とした資材循環プロセスを構築する。

　6-1 において創出した資材加工工場を中枢とし、資材循環適応範囲において生じた資材を循環させる。第二章および第三章に

おける考察によって得られた、祝祭的な建設と解体が資材循環適応範囲内で行われることで、資材を媒体とした新たなコミュニ

ケーションが生まれる。

資材加工工場（妙見島）の俯瞰パースと、資材循環のイメージ


